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Ⅰ．研究評価（平成２８年度） 

国総研の使命に基づく視点から、下記の課題について外部評価を実施しました。 

課題名 総プロ プロ研 事項立て 

■事後評価    

電力依存度低減に資する建築物の評価・設計技術の開発 ● ●  

大規模地震災害時における最低限の下水道機能維持・早期復旧に関する研究  ● ● 

持続可能な社会･経済･生活を支える社会資本の潜在的役割･効果に関する研究   ●  

道路インフラと自動車技術との連携による次世代 ITS の開発   ●  

リスクマネジメントの観点を組み込んだ維持管理の持続性向上手法に関する研究   ● ● 

非構造部材の安全性評価手法の研究   ●  

地域の住宅生産技術に対応した省エネルギー技術の評価手法に関する研究    ● 

港湾分野における技術・基準類の国際展開方策に関する研究   ● ● 

港湾地域における津波からの安全性向上に関する研究   ● ● 

東日本大震災によって影響を受けた港湾域の環境修復技術に関する研究   ● ● 

■追跡評価    

低炭素・水素エネルギー活用社会に向けた都市システム技術の開発 ● ●  

社会資本の予防保全的管理のための点検・監視技術の開発 ● ●  

グリーン ITS の研究開発  ●  

３次元データを用いた設計、施工、維持管理の高度化に関する研究  ●  

■事前評価    

ICT の全面的な活用による建設生産性向上に関する研究 ●   

新しい木質材料等を活用した混構造建築物の構造設計法の開発 ●   

水防活動支援技術に関する研究   ● 

避難所における被災者の健康と安全性確保のための設備等改修技術の開発   ● 

建築物のエネルギー消費性能向上を目指したファサード設計法に関する研究   ● 

多様化する生活支援機能を踏まえた都市構造の分析・評価技術の開発   ● 

地震火災時の通行可能性診断技術の開発   ● 

地震災害時における空港舗装の迅速な点検・復旧方法に関する研究   ● 

※平成2８年度分科会評価対象の個別研究課題の評価結果については別紙１のとおり 
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